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TOPICS 01　ウッドデザイン賞2024 最優秀賞等が決定！
TOPICS 02　令和７年度予算概算決定及び令和６年度補正予算の概要

「森林サービス産業」による山村振興　企業における森のプログラム等の活用事例を紹介
新しい林業　川上と川下のデータ連携を柱とするコスト削減と山元還元の実証事業
国有林野事業の取組　絵地図「四国の山々たんね歩

ある
記
き

」を活用した森林の魅力の発信と地域への貢献
みどりの大使が行く！　新たな緑の少年団の結成に立ち会いました／これまでの活動を振り返って

年頭所感　林野庁長官　青山 豊久
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4 森林環境譲与税 自治体の活用状況と林野庁の取組特 集

https://www.contactus.maff.go.jp/rinya/form/kouhou/202501.html
Webアンケートにご協力をお願いします！

読者のみなさまからの
ご感想
読者のみなさまからの
ご感想

情報誌「林野」では毎号アンケートを募集しています。
昨年いただいたご感想の中からいくつかをご紹介します。

1月
2月

3月

9月

5月

特集・花粉の少ない森林づくりに向けて
は、まさにタイムリーでスギ花粉症の有病
率が人口の4割超ということからも関心
の高い内容と思います。有効的な解決策
を急ぐとともにこれらの取り組み内容の
周知等により、森林に対する理解がより
すすむことを願っています。

東日本大震災から13年が経過し、被災地で
は林業含めて産業全般で復興の取り組みが
すすめられていることと思います。
森林環境税がはじまろうとするいま、「復興す
る森林」に焦点をあてて紹介いただき、より森
林を守り育てていく大切さを広報していただ
ければと思います。

森林経営管理制度の記事は興味深かっ
た。相続が十分に行き届かない山林・林
地の問題、実際にこの制度を利用した森
林整備の成果の活用など、国民生活によ
り密接に関連した内容が含められていれ
ばもっとよかった。

令和6年度緑化推進運動功労者内閣総理大
臣表彰は、どの例も長年にわたり活動されて
いるもので、広く活動が及んでいると感心し
ました。緑の学術賞に興味があるので、日本
科学未来館で解説があるとのことで、来館で
きませんが解説は何かの方法で知りたいで
す。東北森林管理局の「ウオーキングＢＯＯＫ」
の作成は、国有林を国民が活用できる取り組
みになるので良いと思います。

組手什の使い方が面白い。是非このよう
な取り組みを拡げいただけ
たらいいなと思いま
す。災害でいろんな
使い道があると思
います。
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新
春
を
迎
え
、
謹
ん
で
新
年
の
御
挨
拶
を
申
し

上
げ
ま
す
。

昨
年
は
、
１
月
１
日
に
発
生
し
た
能
登
半
島
地

震
、
９
月
20
日
か
ら
の
大
雨
を
は
じ
め
、
大
き
な

自
然
災
害
が
全
国
各
地
で
発
生
し
ま
し
た
。
亡
く

な
ら
れ
た
方
々
の
御
冥
福
を
お
祈
り
す
る
と
と
も

に
、
被
災
さ
れ
た
方
々
に
お
見
舞
い
を
申
し
上
げ

ま
す
。
ま
た
、
被
災
地
で
復
旧
・
復
興
に
尽
力
さ

れ
て
い
る
関
係
者
の
皆
様
方
の
御
努
力
に
敬
意
を

表
し
ま
す
。

林
野
庁
と
し
て
も
、
令
和
６
年
能
登
半
島
地
震

か
ら
の
復
旧
・
復
興
に
向
け
て
「
奥
能
登
地
区
山

地
災
害
復
旧
対
策
室
」
を
設
置
し
、
国
直
轄
に
よ

る
災
害
復
旧
事
業
等
に
当
た
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で

あ
り
、
被
災
地
の
一
日
も
早
い
復
旧
・
復
興
に
向

け
て
全
力
で
取
り
組
み
ま
す
。

ま
た
、
災
害
は
い
つ
ど
こ
で
起
こ
る
か
分
か
ら

な
い
と
い
う
考
え
の
下
、
防
災
・
減
災
、
国
土
強

靱
化
の
た
め
の
森
林
整
備
・
治
山
対
策
を
強
力
に

推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

昨
年
の
夏
も
暑
い
日
が
続
き
ま
し
た
。
地
球
温

暖
化
を
防
止
す
る
た
め
に
は
、
温
室
効
果
ガ
ス
の

排
出
を
抑
制
す
る
こ
と
が
必
要
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。
政
府
は
2
0
5
0
年
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ

ル
の
実
現
を
目
指
し
て
お
り
、
日
本
全
体
で
の
温

室
効
果
ガ
ス
の
排
出
削
減
と
と
も
に
、
森
林
な
ど

に
よ
る
炭
素
吸
収
が
必
要
で
す
。

我
々
森
林
・
林
業
関
係
者
と
し
て
は
、
内
閣
府

の
森
林
に
期
待
す
る
役
割
に
つ
い
て
の
世
論
調
査

で
も
、「
地
球
温
暖
化
の
防
止
」を
挙
げ
た
人
が
最

も
多
い
こ
と
を
踏
ま
え
、
し
っ
か
り
と
森
林
を
整

備
し
、
二
酸
化
炭
素
を
効
率
よ
く
吸
収
さ
せ
て
い

く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

戦
後
我
が
国
で
造
成
さ
れ
て
き
た
人
工
林
の
約

６
割
が
50
年
生
を
超
え
、
高
齢
級
化
が
進
み
毎
年

の
吸
収
量
が
減
少
す
る
一
方
、
木
材
と
し
て
の
利

用
期
を
迎
え
て
お
り
、「
伐
っ
て
、
使
っ
て
、
植

え
て
、
育
て
る
」
森
林
資
源
の
循
環
利
用
を
確
立

し
、
2
0
5
0
年
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
の
実

現
に
貢
献
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
す
。

森
林
資
源
の
循
環
利
用
は
、
山
村
地
域
の
経
済

の
活
性
化
に
寄
与
す
る
と
と
も
に
、
伐
採
し
た
木

材
を
木
造
建
築
・
木
材
製
品
と
し
て
利
用
す
る
こ

と
で
、
ま
ち
の
中
で
も
炭
素
を
貯
蔵
し
て
い
く
こ

と
と
な
り
ま
す
。

こ
の
た
め
、
林
野
庁
で
は
、
路
網
の
整
備
や
再

造
林
の
低
コ
ス
ト
化
、
木
材
加
工
流
通
施
設
の
整

備
等
に
よ
る
生
産
基
盤
の
強
化
、
J
A
S
材
や

C
L
T
を
用
い
た
建
築
実
証
等
に
よ
る
木
材
の
需

要
拡
大
、
技
能
検
定
制
度
の
活
用
等
に
よ
る
担
い

手
の
育
成
・
確
保
な
ど
、
川
上
か
ら
川
下
ま
で
の

総
合
的
な
取
組
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

併
せ
て
、
国
民
の
４
割
以
上
が
罹
患
し
て
い
る

と
い
わ
れ
る
花
粉
症
へ
の
対
応
に
つ
い
て
は
、
発

生
源
と
な
る
ス
ギ
林
の
伐
採
・
植
替
え
や
需
要
拡

大
、
花
粉
の
少
な
い
苗
木
の
生
産
拡
大
な
ど
の
取

組
を
進
め
ま
す
。

ま
た
、
J
‒
ク
レ
ジ
ッ
ト
制
度
で
は
、
こ
れ

ま
で
に
約
1
︐1
0
0
万
ト
ン
C
O
2
が
認
証

さ
れ
て
お
り
、
こ
の
う
ち
、
約
11

0
万
ト
ン

C
O
2
が
森
林
由
来
の
吸
収
系
ク
レ
ジ
ッ
ト
、
約

1
7
0
万
ト
ン
C
O
2
が
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
由
来

の
削
減
系
ク
レ
ジ
ッ
ト
と
な
っ
て
い
ま
す
。
森
林

由
来
の
ク
レ
ジ
ッ
ト
認
証
量
は
年
々
増
加
し
て
お

り
、
民
間
資
金
の
呼
び
込
み
に
向
け
て
、
引
き
続

き
ク
レ
ジ
ッ
ト
の
創
出
と
カ
ー
ボ
ン
・
オ
フ
セ
ッ

ト
へ
の
活
用
の
拡
大
に
取
り
組
み
ま
す
。

今
後
、
我
が
国
は
、
人
口
の
減
少
・
高
齢
化
が

加
速
す
る
局
面
を
迎
え
ま
す
。
こ
れ
ま
で
木
材
需

要
の
多
く
を
占
め
て
き
た
住
宅
分
野
で
の
国
産
材

の
利
用
促
進
に
加
え
て
、
病
院
や
福
祉
施
設
な
ど

の
公
共
建
築
物
、
オ
フ
ィ
ス
や
商
業
施
設
な
ど
の

中
高
層
建
築
物
の
木
造
化
・
木
質
化
を
進
め
、
国

産
材
需
要
の
さ
ら
な
る
拡
大
に
努
め
ま
す
。

「
都ま

市ち

の
木
造
化
推
進
法
」に
基
づ
く
国
と
事
業

者
等
に
よ
る
建
築
物
木
材
利
用
促
進
協
定
の
締
結

件
数
は
、
昨
年
10
件
が
加
わ
り
計
25
件
と
な
り
、

小
売
業
者
な
ど
の
木
材
の
最
終
消
費
者
と
の
協
定

も
広
が
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。
こ
れ
を
さ
ら
に
拡
大

し
、
建
築
物
へ
の
木
材
利
用
を
促
進
し
ま
す
。

林
業
界
に
お
け
る
人
手
不
足
が
課
題
と
な
る

中
、
外
国
人
材
の
受
入
れ
に
向
け
て
、
昨
年
９

月
、
複
数
年
の
就
業
が
可
能
な
特
定
技
能
１
号
、

技
能
実
習
２
号
・
３
号
の
適
用
対
象
に
林
業
が
追

加
さ
れ
ま
し
た
。
引
き
続
き
業
界
団
体
の
皆
様
と

も
連
携
し
、
作
業
現
場
に
お
け
る
労
働
安
全
の
確

保
に
配
慮
し
つ
つ
、
外
国
人
材
も
含
め
た
担
い
手

の
育
成
・
確
保
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

本
年
は
、
林
業
関
係
の
制
度
に
い
く
つ
か
動
き

が
あ
り
ま
す
。

森
林
資
源
の
循
環
利
用
を
進
め
て
い
く
た
め
に

は
、
市
町
村
や
都
道
府
県
、
地
域
の
関
係
者
と
、

受
け
手
と
な
る
林
業
経
営
体
の
連
携
を
強
化
し
、

迅
速
に
集
積
・
集
約
化
を
図
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

新
た
な
仕
組
み
を
創
設
す
る
た
め
、
森
林
経
営
管

理
法
の
改
正
法
案
を
通
常
国
会
に
提
出
し
ま
す
。

４
月
に
は
改
正
ク
リ
ー
ン
ウ
ッ
ド
法
が
施
行
さ

れ
ま
す
。
違
法
伐
採
対
策
を
強
化
す
る
た
め
、
ク

リ
ー
ン
ウ
ッ
ド
・
ナ
ビ
で
の
情
報
提
供
や
説
明
会

等
に
よ
り
制
度
周
知
を
徹
底
す
る
と
と
も
に
、
事

業
者
負
担
軽
減
の
た
め
の
シ
ス
テ
ム
の
運
用
を
開

始
し
、
合
法
伐
採
木
材
等
の
流
通
及
び
利
用
を
促

進
し
ま
す
。

林
野
庁
と
し
て
は
、
こ
れ
ら
の
取
組
を
通
じ
て

森
林
・
林
業
・
木
材
産
業
を
持
続
的
に
発
展
さ
せ

て
い
く
と
と
も
に
、
我
が
国
に
暮
ら
す
全
て
の
皆

様
が
、
国
土
の
保
全
、
水
源
の
涵
養
、
自
然
環
境

の
保
全
、
公
衆
の
保
健
、
地
球
温
暖
化
の
防
止
、

林
産
物
の
供
給
な
ど
森
林
の
有
す
る
多
面
的
機
能

の
恩
恵
を
末
永
く
享
受
で
き
る
よ
う
、
民
有
林
・

国
有
林
が
一
体
と
な
り
日
々
邁
進
し
て
い
く
所
存

で
す
。
本
年
も
、
関
係
者
の
皆
様
、
そ
し
て
国
民

の
皆
様
の
御
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

結
び
に
、
本
年
が
、
皆
様
一
人
ひ
と
り
に
と
っ

て
実
り
多
き
素
晴
ら
し
い
一
年
に
な
り
ま
す
よ

う
、
心
よ
り
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

青山長官年頭所感
令和７年　
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森
林
環
境
税
と
森
林
環
境
譲
与
税

の
仕
組
み

1「
森
林
環
境
税
」は
、
個
人
住
民
税
均
等
割
の
枠

組
み
を
用
い
て
、
市
町
村
が
国
税
と
し
て
１
人

年
額
1
︐0
0
0
円
を
徴
収
す
る
新
た
な
税
で
あ

り
、
令
和
６
年
度
か
ら
課
税
が
始
ま
り
ま
し
た
。

一
方
、「
森
林
環
境
譲
与
税（
以
下
、「
譲
与
税
」

と
い
う
。）」
は
、
森
林
環
境
税
に
よ
る
税
収
を
原

資
と
し
て
、
そ
の
全
て
が
市
町
村
に
お
け
る
森
林

整
備
の
促
進
の
た
め
、
市
町
村
と
都
道
府
県
に
譲

与
さ
れ
る
財
源
で
す
。
既
に
、
令
和
元
年
度
か
ら

譲
与
が
開
始
さ
れ
て
お
り
、
各
市
町
村
・
都
道
府

県
へ
の
譲
与
額
は
、
自
治
体
別
の
私
有
林
人
工
林

面
積
、
林
業
就
業
者
数
及
び
人
口
に
基
づ
い
て
算

出
さ
れ
ま
す
。
令
和
５
年
度
は
、
全
国
で
総
額

5
0
0
億
円
が
譲
与
さ
れ
ま
し
た
。

譲
与
税
の
使
途
は
、「
森
林
環
境
税
及
び
森
林

環
境
譲
与
税
に
関
す
る
法
律
（
平
成
31
年
法
律
第

３
号
）」
に
基
づ
き
、
市
町
村
で
は
、
間
伐
等
の

「
森
林
の
整
備
に
関
す
る
施
策
」と
、
人
材
育
成
・

担
い
手
の
確
保
、
木
材
利
用
の
促
進
や
普
及
啓
発

等
の「
森
林
の
整
備
の
促
進
に
関
す
る
施
策
」に
、

都
道
府
県
で
は
、「
森
林
整
備
を
実
施
す
る
市
町

村
の
支
援
等
に
関
す
る
施
策
」
に
充
て
る
こ
と
と

さ
れ
て
い
ま
す
。

な
お
、
同
法
に
よ
り
、
全
て
の
市
町
村
・
都
道

府
県
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
等
に
よ
り
、
譲
与
税

の
使
途
を
公
表
す
る
こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い

ま
す
。

2
森
林
環
境
譲
与
税
の
活
用
状
況

（１）
活
用
額
の
推
移

譲
与
税
の
活
用
額
は
、
年
々
増
加
し
て
い
ま

す
。
令
和
元
年
度
の
96
億
円
（
譲
与
額
に
対
す
る

割
合
は
48
％
）か
ら
令
和
５
年
度
に
は
4
6
4
億

円（
同
93
％
）ま
で
増
加
し
ま
し
た
。
活
用
額
の
内

訳
を
見
る
と
、
約
６
割
が
間
伐
等
の
森
林
整
備
に

活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
未
活
用
分
に
つ
い
て
は
、
現
時
点
に
お

い
て
、
森
林
整
備
の
準
備
段
階
（
森
林
所
有
者
の

意
向
確
認
等
）
の
た
め
、
今
後
、
森
林
整
備
に
活

用
す
る
予
定
で
あ
っ
た
り
、
公
共
建
築
物
の
建
替

え
の
た
め
複
数
年
度
分
を
計
画
的
に
積
み
立
て
て

活
用
す
る
予
定
な
ど
と
さ
れ
て
お
り
、
今
後
よ
り

一
層
の
活
用
が
見
込
ま
れ
ま
す
。

（２）
市
町
村
に
お
け
る
取
組

全
国
の
市
町
村
で
は
、
譲
与
税
の
活
用
に
よ

り
、
森
林
整
備
、
人
材
育
成
、
木
材
利
用
・
普
及

啓
発
の
取
組
が
着
実
に
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　令和元年度に市町村（特別区を含む。以下同じ。）を中心とす
る森林整備を進めるための新たな財源として「森林環境譲与税」
の譲与が始まってから、丸５年が経過しました。全国の市町村
では、森林環境譲与税の活用により、間伐等の森林整備、人材
育成・担い手の確保、木材利用・普及啓発などの取組が展開さ
れています。そして、令和６年度からは森林環境譲与税の原資
となる「森林環境税」の課税が始まり、森林環境譲与税の活用状
況に対する社会の関心は、これまで以上に高まっています。
　本稿では、令和５年度における各自治体の森林環境譲与税の
活用状況と、更なる有効活用に向けた林野庁の取組について紹
介します。

森林環境譲与税
自治体の活用状況と林野庁の取組

特集
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森林環境譲与税の活用額

令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度
予定

活用額 96億円 210億円 270億円 399億円 464億円 (602億円)

うち
間伐等の森林整備関係 44億円 111億円 150億円 234億円 276億円 (368億円)

うち
人材の育成・担い手の確保 31億円 51億円 57億円 68億円 75億円 (93億円)

うち
木材利用・普及啓発 21億円 48億円 63億円 97億円 113億円 (141億円)

（参考）譲与額 200億円 400億円 400億円 500億円 500億円 －

（参考）市町村・都道府県別

市町村 65億円 163億円 217億円 341億円 406億円 (533億円)

都道府県 31億円 47億円 53億円 58億円 58億円 (70億円)

注１：総務省・林野庁調べ
注２：令和６年度予定の金額については、令和６年６月時点で自治体への聞き取り結果をとりまとめたもの。
注３：令和６年度譲与額については、森林環境税の収入額を踏まえて決定。

森林環境譲与税を活用した市町村における主な取組実績

区分 主な取組実績 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 （参考）累計

間伐等の森
林整備関係

意向調査実施
面積 約１２．５万ha　 約２１．６万ha　 約１８．０万ha　 約１８．３万ha　 約２１．０万ha　 約９１．４万ha

森林整備面積
（うち間伐面積）

約０．６万ha
（約０．４万ha）

約１．８万ha
（約１．０万ha）

約３．１万ha
（約１．４万ha）

約４．３万ha
（約２．０万ha）

約５．２万ha
（約２．３万ha）

約１５．０万ha
（約７．１万ha）

森林作業道の
整備 約８．９万m 約２３．３万m 約４０．６万m 約５０．２万m 約８５．１万m 約２０８．１万m

林道・林業専
用道の整備 約０．１万m 約０．５万m 約１．４万m 約１．２万m 約１．６万m 約４．８万m

人材の育
成・担い手

の確保
研修等の参加

者数 約０．７万人 約０．５万人 約０．６万人 約１．０万人 約１．１万人 約３．９万人

木材利用・
普及啓発

木材利用量 約０．５万m3 約１．３万m3 約２．３万m3 約２．８万m3 約３．１万m3 約１０．０万m3

イベント、講
習会等 約９００回 約１，０００回 約１，８００回 約２，４００回 約２，６００回 約８，７００回

参加者等 約８．８万人 約５．６万人 約１２．５万人 約１８．９万人 約２５．２万人 約７１．０万人

注１：総務省・林野庁調べ
注２：�本実績値には、森林環境譲与税と他の財源を組み合わせて行った事業の実施分も含まれている。市町村によって取組の内容は様々であり、「主な取組実績」は、代表的

なものを提示している。
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令
和
５
年
度
に
は
、
森
林
整
備
の
取
組
と
し

て
、
森
林
経
営
管
理
制
度
に
基
づ
く
森
林
所
有
者

へ
の
意
向
調
査
が
約
21
万
ha
、
間
伐
等
の
森
林
整

備
が
約
5
・
2
万
ha
、
森
林
作
業
道
や
林
道
等
の

整
備
が
約
87
万
ｍ
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
他
、
シ

カ
被
害
防
止
対
策
や
苗
木
生
産
へ
の
支
援
な
ど
、

地
域
の
森
林
の
課
題
に
応
じ
た
取
組
も
行
わ
れ
て

い
ま
す
。

人
材
育
成
の
取
組
で
は
、
林
業
の
担
い
手
を
育

成
す
る
た
め
の
研
修
等
に
約
1
・
1
万
人
が
参
加

し
ま
し
た
。
ま
た
、
林
業
従
事
者
へ
の
安
全
防
護

服
の
購
入
補
助
や
、
林
業
に
必
要
な
技
能
講
習
経

費
へ
の
助
成
等
の
取
組
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

木
材
利
用
・
普
及
啓
発
の
取
組
で
は
、
公
共
建

築
物
の
木
造
・
木
質
化
や
地
域
材
を
使
用
し
た
木

製
品
の
設
置
等
で
、
約
3
・
1
万
m3
の
木
材
が
利

用
さ
れ
る
と
と
も
に
、
住
民
と
一
体
と
な
っ
た

森
林
の
保
全
活
動
や
木
育
等
の
イ
ベ
ン
ト
が
約

2
︐6
0
0
回
開
催
さ
れ
、
約
25
万
人
が
参
加
し

ま
し
た
。

ま
た
、
森
林
が
持
つ
様
々
な
機
能
は
、
市
町
村

の
区
域
を
越
え
て
、
そ
の
恩
恵
を
も
た
ら
し
ま

す
。
そ
う
し
た
広
域
的
な
視
点
で
都
市
部
と
山
村

部
の
市
町
村
が
連
携
し
た
取
組
も
行
わ
れ
て
い
ま

す
。
具
体
的
に
は
、
都
市
部
と
山
村
部
の
市
町
村

が
協
定
を
締
結
し
た
上
で
、
山
村
部
に
お
け
る
森

林
整
備
の
費
用
に
都
市
部
の
譲
与
税
を
充
当
し
、

そ
れ
に
よ
る
C
O
2
吸
収
量
を
都
市
部
で
の
カ
ー

ボ
ン
オ
フ
セ
ッ
ト
に
活
用
す
る
取
組
や
、
都
市
部

の
住
民
に
よ
る
植
樹
体
験
や
森
林
環
境
教
育
と
組

み
合
わ
せ
た
取
組
、
山
村
部
で
の
森
林
整
備
に
よ

り
生
産
さ
れ
た
木
材
を
都
市
部
の
木
材
利
用
に
活

用
す
る
取
組
な
ど
、
双
方
に
メ
リ
ッ
ト
が
得
ら
れ

る
よ
う
な
取
組
が
あ
り
ま
す
。
令
和
５
年
度
に

は
、
全
国
1
6
8
市
町
村
等
の
参
画
に
よ
り
、

48
件
の
連
携
し
た
取
組
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

森林経営管理制度に基づく間伐の実施（愛媛県西条市）

苗木生産に対する支援（長野県南相木村）

文化・子育て複合施設の木質化（大阪府茨木市）　

植栽地へのシカ被害防止対策（岡山県美作市）

担い手育成のための伐倒造材搬出研修（広島県安芸太田町）

茨城県取手市と群馬県みなかみ町の友好都市連携による植樹活動
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（３）
都
道
府
県
に
お
け
る
取
組

市
町
村
に
よ
っ
て
は
、
林
業
専
門
の
部
署
が
な

い
、
林
務
担
当
職
員
が
少
な
い
な
ど
、
森
林
・
林

業
行
政
を
担
う
体
制
が
十
分
で
は
な
い
市
町
村
も

見
ら
れ
ま
す
。
こ
の
た
め
、
譲
与
税
の
一
定
割
合

（
令
和
５
年
度
は
12
％
）は
都
道
府
県
に
譲
与
さ
れ

て
お
り
、
全
て
の
都
道
府
県
に
お
い
て
、
譲
与
税

を
活
用
し
た
市
町
村
支
援
の
取
組
が
行
わ
れ
て
い

ま
す
。
具
体
的
に
は
、
市
町
村
の
業
務
支
援
の
た

め
の
森
林
ク
ラ
ウ
ド
等
の
シ
ス
テ
ム
構
築
、
都
道

府
県
単
位
の
事
業
支
援
団
体
（
森
林
経
営
管
理
の

た
め
の
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
等
）
の
運
営
・
ア
ド

バ
イ
ザ
ー
派
遣
、
市
町
村
職
員
の
研
修
な
ど
が
挙

げ
ら
れ
ま
す
。
こ
の
ほ
か
、
市
町
村
の
範
囲
を
超

え
て
広
域
的
に
取
り
組
む
課
題
と
し
て
、
人
材
育

成
・
担
い
手
対
策
や
、
木
材
利
用
の
推
進
・
普
及

啓
発
に
譲
与
税
を
活
用
す
る
都
道
府
県
も
多
く
見

ら
れ
ま
す
。

林
野
庁
に
よ
る
森
林
環
境
譲
与
税
の
有

効
活
用
に
向
け
た
取
組
と
情
報
発
信

3林
野
庁
で
は
、
市
町
村
に
お
け
る
譲
与
税
の
有

効
活
用
を
図
る
た
め
、
人
材
育
成
、
情
報
提
供
、

体
制
整
備
な
ど
の
支
援
を
実
施
し
て
い
る
ほ
か
、

譲
与
税
の
取
組
の
成
果
等
に
つ
い
て
の
情
報
発
信

を
行
っ
て
い
ま
す
。

（１）
人
材
育
成（
研
修
の
開
催
等
）

林
野
庁
で
は
、
市
町
村
へ
の
技
術
的
助
言
・
指

導
を
行
う
こ
と
の
で
き
る
技
術
者
（
通
称
：
森
林

経
営
管
理
リ
ー
ダ
ー
）
を
育
成
す
る
た
め
、
都
道

府
県
の
地
方
機
関
や
市
町
村
支
援
組
織
の
職
員

を
対
象
と
す
る
「
森
林
経
営
管
理
リ
ー
ダ
ー
育
成

研
修
」
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
令
和
元
年
度
か
ら

の
６
年
間
で
、
全
国
43
カ
所
で
開
催
し
、
の
べ

9
2
3
名
が
受
講
し
ま
し
た
。
ま
た
、
都
道
府

県
が
実
施
す
る
市
町
村
職
員
向
け
の
説
明
会
や
研

修
会
等
に
、
林
野
庁
職
員
を
講
師
と
し
て
派
遣
し

て
お
り
、
令
和
６
年
度
は
、
12
月
末
ま
で
に
38
回

の
説
明
会
等
に
職
員
を
派
遣
し
ま
し
た
。

（２）
情
報
提
供（
事
例
集
の
作
成
・
公
表
等
）

林
野
庁
で
は
、
毎
年
度
、
各
地
に
お
け
る
譲
与

税
を
活
用
し
た
様
々
な
取
組
事
例
を
整
理
し
た

「
森
林
環
境
譲
与
税
の
取
組
事
例
集
」
を
作
成
し

て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
４
冊
の
事
例
集
を
作
成
し

て
、
計
4
8
0
の
事
例
を
紹
介
し
て
き
ま
し
た
。

ま
た
、
都
道
府
県
と
市
町
村
の
関
係
者
に
、
森

林
経
営
管
理
制
度
と
譲
与
税
に
関
す
る
最
新
の
動

向
を
伝
え
る
た
め
、
令
和
４
年
度
か
ら
情
報
誌

「
シ
ュ
ー
セ
キ
！
」を
発
行
し
て
い
ま
す
。

こ
の
ほ
か
、
市
町
村
の
皆
様
が
譲
与
税
の
具

体
的
な
使
途
を
イ
メ
ー
ジ
で
き
る
よ
う
に
す
る

た
め
、
令
和
４
年
度
に
、「
森
林
環
境
譲
与
税
を

活
用
し
て
実
施
可
能
な
市
町
村
の
取
組
の
例
（
通

称
：
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
リ
ス
ト
）」を
作
成
・
公
表
し
ま

し
た
。（
な
お
、
譲
与
税
の
使
途
は
、
本
リ
ス
ト

に
掲
げ
ら
れ
た
項
目
に
限
ら
れ
る
も
の
で
は
な

く
、
森
林
整
備
及
び
森
林
整
備
の
促
進
に
該
当
す

る
内
容
で
あ
れ
ば
、
地
域
の
実
情
に
応
じ
て
、
創

意
工
夫
に
よ
る
取
組
を
行
う
こ
と
が
可
能
で
す
。）

（３）
体
制
整
備
（
地
域
林
政
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の

活
用
促
進
）

林
野
庁
で
は
、
市
町
村
の
体
制
支
援
と
し
て
、

「
地
域
林
政
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
（
以
下
「
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
」
と
い
う
。）
制
度
」
を
設
け
て
い
ま
す
。
市

町
村
や
都
道
府
県
が
、
森
林
・
林
業
の
専
門
知
識

を
有
す
る
技
術
者
を
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
し
て
委
嘱

又
は
業
務
委
託
す
る
こ
と
を
支
援
す
る
制
度
で
あ

り
、
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
活
動
に
要
し
た
経
費
の
一

部（
都
道
府
県
：
５
割
、
市
町
村
：
７
割
）は
、
総

務
省
か
ら
特
別
交
付
税
と
し
て
措
置
さ
れ
ま
す
。

令
和
５
年
度
に
は
、
全
国
2
1
8
の
自
治
体
で

3
3
4
名
の
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
が
活
動
し
ま
し
た
。

林
野
庁
で
は
、
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
募
集
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
を
作
成
す
る
と
と
も
に
、
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

の
活
用
を
希
望
す
る
市
町
村
の
情
報
を
技
術
者
団

体
に
提
供
し
、
当
該
市
町
村
の
一
覧
を
林
野
庁

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
公
表
し
て
い
ま
す
。

（４）
情
報
発
信
・
広
報
等

令
和
６
年
度
か
ら
森
林
環
境
税
の
課
税
が
始
ま

り
、
譲
与
税
の
活
用
状
況
に
対
す
る
社
会
の
関
心

注１：総務省・林野庁調べ。４７都道府県から回答。項目は複数選択可。
注２：グラフ内の実数は都道府県数。割合は、全都道府県数（４７）に対するものを表示。
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・森林環境税・森林環境譲与税のウェブサイト
https://www.rinya.maff.go.jp/j/keikaku/
kankyouzei/231018.ht ml

・森林環境譲与税の取組事例集、ポジティブリスト
https://www.rinya.maff.go.jp/j/keikaku/
kankyouzei/kankyouzei_jouyozei.html

・シューセキ！
https://www.rinya.maff.go.jp/j/keikaku/
keieikanri/sinrinkeieikanriseido.html#3.4

・地域林政アドバイザー
https://www.rinya.maff.go.jp/j/keikaku/
tiikirinnseiadobaiza.html

・林野庁Facebook
https://www.facebook.com/rinyajapan

が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

林
野
庁
で
は
、
皆
様
に
譲
与
税
に
よ
る
取
組
の

成
果
・
効
果
を
分
か
り
や
す
く
伝
え
て
い
く
た
め

に
、
令
和
５
年
度
か
ら
、
森
林
環
境
税
・
森
林
環

境
譲
与
税
に
関
す
る
新
た
な
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を
開

設
し
た
ほ
か
、
S
N
S
に
よ
る
情
報
発
信
、
政
府

広
報
、
各
種
行
事
で
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
や
パ
ネ
ル

を
活
用
し
た
広
報
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
実
際
に
譲
与
税
を
活
用
す
る
各
自
治
体

に
も
働
き
か
け
を
行
い
、
①
使
途
公
表
ウ
ェ
ブ

サ
イ
ト
に
お
い
て
、
取
組
内
容
を
写
真
や
成
果

の
デ
ー
タ
を
用
い
て
説
明
す
る
な
ど
の
工
夫
、
②

各
自
治
体
の
広
報
誌
に
お
い
て
特
集
を
組
ん
で

取
組
を
紹
介
、
③
P
R
動
画
や
事
例
集
な
ど
独
自

の
広
報
資
材
の
作
成
、
④
事
業
箇
所
等
へ
譲
与
税

を
活
用
し
て
い
る
旨
の
表
示
、
⑤
事
業
の
プ
レ
ス

リ
リ
ー
ス
等
と
い
っ
た
、
積
極
的
か
つ
効
果
的
な

広
報
活
動
の
取
組
が
見
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
す
。
こ

の
ほ
か
、
譲
与
税
の
使
途
の
検
討
に
当
た
っ
て
、

様
々
な
関
係
者
か
ら
成
る
協
議
会
を
立
ち
上
げ
検

討
を
行
っ
て
い
る
例
や
、
市
民
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

団
体
な
ど
に
も
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
、
地
域
の

森
林
づ
く
り
の
方
向
性
と
合
わ
せ
て
譲
与
税
の
活

用
方
針
を
ビ
ジ
ョ
ン
と
し
て
作
成
し
て
い
る
例
な

ど
も
あ
り
、
使
途
の
検
討
段
階
に
お
け
る
工
夫
も

見
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
す
。

　4
お
わ
り
に

森
林
環
境
税
・
森
林
環
境
譲
与
税
は
、
地
球
温

暖
化
や
災
害
を
防
ぎ
、
豊
か
な
水
を
育
む
な
ど
、

私
た
ち
の
命
や
暮
ら
し
を
支
え
て
く
れ
て
い
る
大

切
な
森
林
を
持
続
的
に
守
り
育
て
て
い
く
た
め

の
、「
国
民
一
人
一
人
が
、
森
を
支
え
る
」仕
組
み

で
す
。

譲
与
開
始
か
ら
丸
５
年
が
経
過
し
、
譲
与
税
の

活
用
状
況
は
、
活
用
額
、
取
組
実
績
の
い
ず
れ
も

着
実
に
増
加
傾
向
に
あ
り
、
今
後
も
更
な
る
取
組

の
進
展
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

林
野
庁
と
し
て
も
、
引
き
続
き
、
市
町
村
等
と

協
力
し
な
が
ら
、
各
地
域
で
の
効
果
的
な
活
用
に

向
け
た
支
援
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
譲
与
税
に

よ
る
成
果
を
積
極
的
に
発
信
し
て
ま
い
り
ま
す
。

市町村 都道府県

市町村、都道府県

国民

納税義務者 約6,200万人

国

年間１,０００円を個人住民税に上乗せして徴収

森林環境税

国から市町村と都道府県に譲与 私有林人工林面積
林業就業者数
人口により按分

森林環境譲与税

森林整備、人材育成、木材利用、普及啓発の取組に活用

森林環境税の仕組み

国民の皆様から納税いただいた「森林環境

税」は、国を通して「森林環境譲与税」とし

て全国全ての市町村と都道府県に配分さ

れ、森林経営管理制度を始めとする森林整

備やその促進のための取組に活用されます。

（年間総額約600億円）
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1
Topics木で暮らしと社会を豊かにするモノ・コトを表彰

ウッドデザイン賞2024
最優秀賞等が決定！

浦河フレンド森のようちえん

DLT恒久仮設木造住宅

ARBOR 霧島神宮駅前プロジェクト光来 
JR日豊本線 霧島神宮駅

木育トラック「manaviba」monacca

自然へのホスピタリティーと森の中の工場

南阿蘇鉄道高森駅・交流施設

最優秀賞

大阪・関西万博特別賞（国際博覧会担当大臣賞） 優秀賞（林野庁長官賞）

農林水産大臣賞 　ハートフルデザイン部門　

環境大臣賞 　ライフスタイルデザイン部門　

　ライフスタイルデザイン部門　

経済産業大臣賞 　ソーシャルデザイン部門　

国土交通大臣賞 　ソーシャルデザイン部門　

　ソーシャルデザイン部門　 　ソーシャルデザイン部門　 　ソーシャルデザイン部門　

　第10回目となるウッドデザイン賞2024では全国各地から366点の応募があり、
226点が「ウッドデザイン賞」を受賞しました。さらに、受賞作品の中から、最優秀賞
等上位賞が選ばれ、12月4日（水）の表彰式では、庄子農林水産大臣政務官により最優
秀賞(農林水産大臣賞)が授与されました。

学校法人フレンド恵学園(北海道) ／ 株式会社照井康穂建築設計事
務所 (北海道) ／ 株式会社ジェーエスディー (東京都) ／ 岩田地崎
建設株式会社 (北海道) ／ 物林株式会社 (東京都)

坂茂建築設計(東京都) ／ 株式会社家元 (石川県) ／一般社団法人 
石川県建団連 (石川県) ／ 株式会社長谷川萬治商店 (東京都) ／ 
NPO法人ボランタリー・アーキテクツ・ネットワーク (東京都)

クレアプランニング株式会社
(福岡県) 川口琢磨建築設計事務所(東京都)　

ほか

株式会社エコアス馬路村(高知県) 有限会社一場木工所（広島県）ほか

ナニックジャパン株式会社(東京都) ／ 株式会社万建設興業 (栃木
県) ／那須塩原市森林組合 (栃木県)

株式会社ヌーブ(東京都) ／ 株式会社MID研究所 (東京都) ／ 株式
会社竹内工務店 (熊本県) ／ 株式会社ウッディファーム (熊本県) 
／ ランバー宮崎協同組合 (宮崎県) ／ 高森町 (熊本県)

　隣接する豊かな森と一体
となり、子供たちの自由な
発想を育みながら、地域の
方々と豊かな自然での「共
育」の実現を目指す、自然
体験教育を大切にしている
認定こども園。

　2024 年 1 月 1 日に発生
した能登半島地震の被災地
に建設した木造による仮設
住宅。DLTとよばれる、木
材同士に木ダボを貫通させ
たパネルを、箱型にして千
鳥に積むことで、短期間で
の建設を実現。

　自然・生物と共存する
健康な森林を再生し、自
然環境と一体となる 「森の
中の工場」を新設。従業員
が働きやすく、そして地
域の住民、来訪者にも喜
んでもらえる環境を構築。

　熊本地震によって被害を
受けた南阿蘇鉄道高森駅の

「創造的復興」プロジェク
ト。カルデラを走る鉄道
の夕景を望む「とにかく広
いプラットフォーム」を駅
舎、回廊、交流施設が囲む。

その他の受賞作品及びそれらの詳細については、下のURLをご覧ください。
▶https://www.wooddesign.jp/

をはじめ９作品
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令
和
７
年
度
林
野
関
係
予
算
に
つ
い
て
は
、
令
和
６
年
度
補
正
予

算
と
合
わ
せ
て
、
総
額
4
︐4
8
4
億
円
を
計
上
し
ま
し
た
。

特
に
、
林
野
公
共
関
係
予
算
は
、
令
和
７
年
度
当
初
予
算
で
1
︐

8
8
0
億
円
、
令
和
６
年
度
補
正
予
算
で
8
1
7
億
円
、
路
網
の

整
備
・
機
能
強
化
対
策（
非
公
共
）で
38
億
円
を
措
置
し
、
総
額
2
︐

7
3
5
億
円
を
計
上
し
ま
し
た
。

主
要
事
業
の
ポ
イ
ン
ト
は
次
の
と
お
り
で
す
。

カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
を
実
現
し
、
花
粉
発
生
量
の
削
減
に
も

資
す
る
よ
う
、
川
上
か
ら
川
下
ま
で
の
森
林
・
林
業
・
木
材
産
業
政

策
を
総
合
的
に
推
進
し
ま
す
。

〈
森
林
の
集
約
化
モ
デ
ル
地
域
実
証
事
業
〉　

循
環
利
用
に
取
り
組
む
林
業
経
営
体
へ
森
林
の
集
積
・
集
約
化
を

進
め
る
た
め
の
、
地
域
の
森
林
の
将
来
像
の
作
成
・
共
有
、
境
界
確

定
、
関
係
者
間
で
の
デ
ジ
タ
ル
森
林
情
報
の
共
有
等
を
支
援
し
ま
す
。

2
Topics

令
和
７
年
度
予
算
概
算
決
定
及
び

令
和
６
年
度
補
正
予
算
の
概
要

12
月
27
日
に
閣
議
決
定
し
た
令
和
７
年
度

当
初
予
算
、
12
月
17
日
に
成
立
し
た
令
和

６
年
度
補
正
予
算
の
中
か
ら
主
な
施
策
を

ご
紹
介
し
ま
す
。

〈
林
業
・
木
材
産
業
循
環
成
長
対
策
〉

路
網
の
整
備
・
機
能
強
化
、
搬
出
間
伐
の
実
施
、
再
造
林
の
低
コ

ス
ト
化
、
高
性
能
林
業
機
械
の
導
入
と
と
も
に
、
木
材
加
工
流
通
施

設
の
整
備
や
木
造
公
共
建
築
物
の
整
備
、
森
林
由
来
Ｊ
‒
ク
レ
ジ
ッ

ト
等
森
林
価
値
の
活
用
等
を
支
援
し
ま
す
。

〈
林
業
デ
ジ
タ
ル
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
総
合
対
策
〉

林
業
機
械
の
自
動
化
・
遠
隔
操
作
化
技
術
や
森
林
内
の
通
信
技

術
・
木
質
系
新
素
材
の
開
発
・
実
証
、
先
進
技
術
を
活
用
す
る
技
術

者
の
育
成
、
デ
ジ
タ
ル
林
業
戦
略
拠
点
の
構
築
等
を
支
援
し
ま
す
。

〈
建
築
用
木
材
供
給
・
利
用
強
化
対
策
〉

木
造
中
層
建
築
物
に
係
る
設
計
や
木
質
耐
火
部
材
・
J
A
S
構
造

材
の
技
術
開
発
、
製
材
や
C
L
T
等
を
用
い
た
建
築
物
の
低
コ
ス
ト

化
に
向
け
た
技
術
開
発
や
設
計
・
建
築
実
証
、
木
造
建
築
物
の
設
計

者
・
施
工
者
の
育
成
等
を
支
援
し
ま
す
。

〈
木
材
需
要
の
創
出
・
輸
出
力
強
化
対
策
〉

地
域
の
取
組
に
対
す
る
木
材
利
用
の
専
門
家
派
遣
、
C
L
T
等
の

輸
出
促
進
、
合
法
伐
採
木
材
の
利
用
促
進
、
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
を
活

用
し
た「
地
域
内
エ
コ
シ
ス
テ
ム
」の
展
開
、
特
用
林
産
物
の
需
要
拡

大
等
を
支
援
し
ま
す
。

〈
森
林
・
林
業
担
い
手
育
成
総
合
対
策
〉

「
緑
の
雇
用
」事
業
に
よ
る
新
規
就
業
者
へ
の
体
系
的
な
研
修
、
林

業
大
学
校
で
学
ぶ
就
業
前
の
青
年
へ
の
給
付
金
給
付
、
林
業
経
営
体

の
労
働
安
全
対
策
等
を
支
援
し
ま
す
。

〈
林
業
・
木
材
産
業
金
融
対
策
〉

意
欲
と
能
力
の
あ
る
林
業
経
営
者
が
行
う
機
械
導
入
・
施
設
整
備

に
対
す
る
融
資
の
円
滑
化
を
支
援
し
ま
す
。

〈
森
林
・
山
村
地
域
活
性
化
振
興
対
策
〉

里
山
林
の
整
備
・
活
用
に
取
り
組
む
組
織
の
確
保
・
育
成
、「
半

林
半
X
」
を
含
む
活
動
の
実
践
に
よ
る
山
村
地
域
活
性
化
を
支
援
し

ま
す
。

林
業
・
木
材
産
業
の
国
際
競
争
力
の
強
化
や
国
内
需
要
の
拡
大
を

図
る
た
め
、
林
業
・
木
材
産
業
の
体
質
強
化
に
向
け
た
取
組
等
を
総

合
的
に
支
援
し
ま
す
。

森
林
・
林
業
・
木
材
産
業
グ
リ
ー
ン
成
長
総
合
対
策

【
７
当
初
：
1
4
4
億
円
】

林
業
・
木
材
産
業
国
際
競
争
力
強
化
総
合
対
策

【
６
補
正
：
4
5
9
億
円
】

一
部
公
共
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花
粉
症
が
深
刻
な
社
会
課
題
と
な
っ
て
い
る
中
、
国
民
の
安
全
・

安
心
の
観
点
か
ら
、
ス
ギ
人
工
林
の
伐
採
・
植
替
え
等
の
加
速
化
や

ス
ギ
材
の
需
要
拡
大
､
花
粉
の
少
な
い
苗
木
の
生
産
拡
大
､
林
業

の
生
産
性
向
上
及
び
労
働
力
の
確
保
、
花
粉
の
飛
散
量
の
予
測
・
飛

散
防
止
を
推
進
し
ま
す
。

森
林
吸
収
源
の
機
能
強
化
・
国
土
強
靱
化
に
向
け
た
、
間
伐
、
主

伐
後
の
再
造
林
、
幹
線
と
な
る
林
道
の
開
設
・
改
良
等
の
推
進
に
加

え
、
花
粉
発
生
源
対
策
と
し
て
伐
採
・
植
替
え
、
路
網
整
備
等
を
推

進
し
ま
す
。

豪
雨
や
地
震
等
に
起
因
す
る
山
地
災
害
か
ら
国
民
の
生
命
・
財
産

を
守
る
た
め
、
令
和
６
年
能
登
半
島
地
震
・
豪
雨
か
ら
の
早
期
復
旧
に

加
え
、
地
震
の
教
訓
を
踏
ま
え
た
津
波
避
難
路
を
保
全
す
る
治
山
対

策
の
強
化
等
を
図
る
と
と
も
に
、
豪
雨
災
害
の
激
甚
化
に
対
応
し
た
治

山
対
策
の
実
施
な
ど
、
国
土
強
靱
化
に
向
け
た
取
組
を
推
進
し
ま
す
。

豪
雨
、
地
震
等
に
よ
り
被
災
し
た
治
山
・
林
道
施
設
や
荒
廃
山
地

等
を
早
期
に
復
旧
し
、
国
土
の
保
全
や
生
産
活
動
の
維
持
、
地
域
の

安
全
・
安
心
の
確
保
を
推
進
し
ま
す
。

花
粉
症
解
決
に
向
け
た
緊
急
総
合
対
策

【
６
補
正
：
57
億
円
、
林
業
・
木
材
産
業
国
際
競
争

力
強
化
総
合
対
策
4
5
9
億
円
の
内
数
】

一
部
公
共

治
山
事
業

【
７
当
初
：
6
2
5
億
円
、
６
補
正
：
3
1
0
億
円
】

公
共

災
害
復
旧
等
事
業

【
７
当
初
：
93
億
円
、
６
補
正
：
3
6
3
億
円
】

公
共

森
林
整
備
事
業

【
７
当
初
：
1
︐2
5
6
億
円
、
６
補
正
：
5
0
6
億
円
】

公
共

令和７年度　林野関係予算の概要 

区　　分 令和６年度予算額 令和７年度概算決定額 令和６年度補正追加額

公 共 事 業 費
（対前年度比）

億円

1,982
億円

1,973
99.6%

億円

1,180

　一般公共事業費
　（対前年度比）

1,877 1,880
100.2％

817

　　治山事業費
　　（対前年度比）

624 625
100.2％

310

　　森林整備事業費
　　（対前年度比）

1,254 1,256
100.2％

506

　災害復旧等事業費
　（対前年度比）

105 93
89.1％

363

非 公 共 事 業 費
（対前年度比）

1,021 1,095
107.3％

236

合　　　　計
（対前年度比）

3,003 3,068
102.2％

1,416

（注）	 1　林野公共関係予算の総合計は2,735億円
	 　・林野公共事業（令和7年度当初）：1,880億円
	 　・林野公共事業（令和6年度補正）：817億円
	 　・路網の整備・機能強化対策（非公共（令和7年度当初・令和6年度補正））：38億円
	 2　上記のほか、農山漁村地域整備交付金の中に、林野関係事業を措置している。
	 3　金額は、関係ベース。
	 4　計数は、四捨五入のため、端数において合計とは一致しないものがある。
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シ
リ
ー
ズ 「
森
林
サ
ー
ビ
ス
産
業
」に
よ
る
山
村
振
興

同
期
社
員
の
絆
の
醸
成
や
心
の
健
康
づ
く
り
へ
の

森
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
活
用

T
D
K
ラ
ム
ダ
株
式
会
社
で
は
、
長
野
県
信
濃
町

で
実
施
し
て
い
る
若
年
層
研
修
（
新
入
社
員
研
修
、

新
入
社
員
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
研
修
、
２
年
次
研
修
、

３
年
次
研
修
、
６
年
次
研
修
、
エ
ル
ダ
ー
研
修
）

で
、
し
な
の
町W

oods-Life Com
m

unity

の

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
に
よ
る
森
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
活
用

し
て
い
ま
す
。

研
修
の
目
的

第
一
の
目
的
は
、
同
期
社
員
の
絆
の
醸
成
で
す
。

協
働
作
業
を
通
じ
て
同
期
の
絆
は
グ
ッ
と
深
ま
り
ま

す
し
、
森
の
中
と
い
う
非
日
常
的
な
環
境
で
の
体

験
、
達
成
感
の
共
有
は
、
連
帯
感
を
強
め
る
と
思
っ

て
い
ま
す
。

第
二
の
目
的
は
、
心
の
健
康
づ
く
り
で
す
。
森
林

セ
ラ
ピ
ー
は
、
ト
レ
ー
ナ
ー
の
方
か
ら
森
の
力
、
効

果
を
教
え
て
も
ら
い
な
が
ら
、
実
際
に
森
を
感
じ
、

心
身
の
バ
ラ
ン
ス
を
整
え
る
時
間
に
な
り
ま
す
。
そ

し
て
新
入
社
員
研
修
か
ら
ず
っ
と
同
じ
ト
レ
ー
ナ
ー

の
皆
さ
ん
が
い
つ
も
温
か
く
迎
え
て
く
だ
さ
る
の
で

会
社
の
繋
が
り
で
は
な
い
第
三
者
の
ト
レ
ー
ナ
ー
の

皆
さ
ん
の
サ
ポ
ー
ト
や
見
守
り
も
大
き
な
意
味
が
あ

る
と
感
じ
て
い
ま
す
。

研
修
の
内
容

研
修
の
目
的
に
応
じ
て
、
社
有
林
を
フ
ィ
ー
ル
ド

と
し
た
オ
ブ
ジ
ェ
の
作
成
、
森
林
セ
ラ
ピ
ー

®
、
森

林
整
備
、
様
々
な
課
題
を
協
力
し
合
い
な
が
ら
ク
リ

ア
し
て
い
く「
ロ
ー
エ
レ
メ
ン
ト
」な
ど
を
行
っ
て
い

ま
す
。
毎
年
新
入
社
員
研
修
で
は
同
期
の
記
念
の 

「
オ
ブ
ジ
ェ
」を
作
成
し
て
森
に
設
置
し
て
い
ま
す
。

研
修
の
効
果

研
修
で
集
ま
っ
た
際
、
お
互
い
の
近
況
や
悩
み
を

共
有
し
励
ま
し
合
う
様
子
が
毎
回
の
よ
う
に
見
ら

れ
、
同
期
の
絆
は
と
て
も
深
ま
っ
て
い
る
と
思
い
ま

す
。
皆
さ
ん
森
の
中
で
は
素
に
な
り
ま
す
の
で
、
リ

フ
レ
ッ
シ
ュ
で
き
た
、
ス
ト
レ
ス
発
散
で
き
た
と
い

う
感
想
を
毎
回
聞
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。
人
事
担
当

と
し
て
も
研
修
の
間
、
一
緒
に
活
動
す
る
こ
と
で
信

頼
関
係
が
生
ま
れ
、
か
し
こ
ま
っ
た
面
談
で
は
聞
き

出
せ
な
い
、
素
直
な
想
い
や
悩
み
を
話
し
て
く
れ
て

い
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
効
果
が
も
た
ら
し
た
結
果
と
し
て
、
新

入
社
員
の
離
職
者
が
改
善
し
高
い
定
着
率
を
維
持
し

て
い
ま
す
。

T
D
K
ラ
ム
ダ
株
式
会
社

ま
た
、
最
近
は
研
修
制
度
な
ど
を

重
要
視
し
て
い
る
学
生
さ
ん
も
多

く
、
実
際
に
研
修
制
度
に
魅
力
を
感

じ
て
入
社
を
決
め
て
く
れ
た
方
も
い

ま
す
。
当
社
の
ア
ピ
ー
ル
ポ
イ
ン
ト

と
し
て
自
信
を
も
っ
て
お
伝
え
し
て

い
ま
す
。

社有林に設置するオブジェの作成

森林セラピーでのリフレッシュ

　
林
野
庁
で
は
、
山
村
に
人
を
呼
び
込
む
た
め
、
森
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
企
業
経
営
に
も
た
ら
す
効
果
に
着
目
し
、
企
業
の
方
々
に
森
林
サ
ー
ビ
ス
産
業
の
活
用
を
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。

本
シ
リ
ー
ズ
の
最
終
回
と
な
る
今
回
は
、
企
業
で
の
実
際
の
活
用
事
例
を
紹
介
し
ま
す
。

ローエレメントの実施
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建
設
業
に
お
け
る
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
人
材
の
育
成
に

森
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
活
用

大
成
建
設
株
式
会
社
（
以
下
「
大
成
建
設
」）
は
、

1
8
7
3
年
の
創
業
以
来
、
建
築
や
土
木
を
核
と
す

る
国
内
外
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
手
掛
け
て
き
た
総
合

建
設
会
社
で
す
。「
人
が
い
き
い
き
と
す
る
環
境
を
創

造
す
る
」を
グ
ル
ー
プ
理
念
と
し
て
、
社
員
研
修
に
森

の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
活
用
し
て
い
ま
す
。

研
修
の
目
的

大
成
建
設
は
、
自
社
の
環
境
目
標
「TAISEI 

G
reen Target 2050

」
で
掲
げ
る
「
森
林
資
源

及
び
森
林
環
境
課
題
の
解
決
に
向
け
た
取
組
」
と
し

て
、
山
梨
県
小
菅
村
及
び
N
P
O
法
人
多
摩
源
流
こ

す
げ
と
の
３
者
で
、
グ
リ
ー
ン
イ
ン
フ
ラ
推
進
に
関

す
る
構
想「Kosuge-M

odel

」創
出
に
向
け
た
連
携

協
定
を
令
和
６
年
４
月
に
締
結
し
ま
し
た
。
こ
の
協

定
に
基
づ
い
た
取
組
の
一
つ
と
し
て
、
環
境
保
全
に

配
慮
で
き
る
人
材
を
育
成
す
る
た
め
の
研
修
を
実
施

し
て
い
ま
す
。
こ
の
研
修
は
、
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ

や
自
社
事
業
に
関
す
る
理
解
を
深
め
る
こ
と
と
、

チ
ー
ム
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

研
修
の
内
容

研
修
は
、
小
菅
村
役
場
や
N
P
O
法
人
多
摩
源
流

こ
す
げ
の
協
力
を
仰
ぎ
、
事
務
１
年
次
の
社
員
研
修

と
全
社
員
を
対
象
と
し
た
公
募
型
研
修
を
実
施
し
て

い
ま
す
。

現
地
研
修
で
は
、
地
元
住
民
に
指
導
を
受
け
な
が

ら
ワ
サ
ビ
田
の
石
積
み
の
修
繕
、
村
内
の
温
浴
施
設

で
利
用
す
る
ボ
イ
ラ
ー
用
の
薪
割
り
・
運
搬
、
森
を

守
る
防
鹿
柵
の
設
置
、
林
道
の
整
備
等
を
体
験
す
る

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
一
泊
二
日
で
実
施
し
て
い
ま
す
。

研
修
の
効
果

ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
に
よ
る
と「
研
修
に
満
足
し
た
」

と
い
う
回
答
は
９
割
以
上
と
な
り
ま
し
た
。
参
加
者

か
ら
は
、「
豊
か
な
自
然
に
恵
ま
れ
た
源
流
域
の
開
放

的
な
環
境
の
中
で
、
社
員
同
士
の
交
流
が
促
進
さ
れ

た
」、「
地
域
住
民
と
の
交
流
す
る
こ
と
で
、
都
市
部

の
暮
ら
し
で
は
感
じ
る
こ
と
が
で
き
な
い
山
村
等
の

社
会
的
課
題
を
実
感
で
き
た
」
等
の
声
が
あ
り
、
効

果
を
感
じ
て
い
ま
す
。

今
後
も
小
菅
村
と
の
連
携
を
深
め
な
が
ら
、
社
内

の
人
材
育
成
の
枠
組
み
を
広
げ
つ
つ
、
イ
ン
タ
ー
ン

向
け
研
修
と
い
っ
た
人
材
獲
得
に
向
け
て
も
取
組
を

広
げ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

大
成
建
設
株
式
会
社薪割り・運搬体験

森を守る防鹿柵の設置

３者によるグリーンインフラ推進に関する連携協定ロゴ

林野庁では、「森林サービス産業」を展開する山村地域と森
のプログラムの活用に関心がある企業等をつなぐフォーラ
ムを開催します。
日時：令和７年2月7日（金曜日）13時～17時
場所：�木材会館7階大ホール（東京都江東区新木場1-18-8）

※オンライン併用
詳細や参加申込方法は、
こちらをご覧ください。
申込期限：1月31日(金）

令和６年度 山村と企業をつなぐフォーラム
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川
上
と
川
下
の
デ
ー
タ
連
携
を
柱
と
す
る
コ
ス
ト
削
減
と

山
元
還
元
の
実
証
事
業

は
じ
め
に

　
北
信
州
森
林
組
合
は
森
林
境
界
明
確
化
と
施
業

集
約
化
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
航
空
レ
ー
ザ
計
測

技
術
の
導
入
、
木
材
検
収
シ
ス
テ
ム
、
ク
ラ
ウ
ド

木
材
在
庫
情
報
共
有
シ
ス
テ
ム
な
ど
先
進
的
取
組

を
進
め
て
い
ま
す
。
信
州
大
学
は
産
学
官
連
携
で

ド
ロ
ー
ン
や
レ
ー
ザ
計
測
を
用
い
た
ス
マ
ー
ト
林

業
の
新
技
術
開
発
を
行
い
、
開
発
し
た
技
術
の
社

会
実
装
を
大
学
発
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
で
あ
る
精
密

林
業
計
測
株
式
会
社
が
行
っ
て
い
ま
す
。
本
事
業

で
は
、
川
上
と
川
下
の
デ
ー
タ
連
携
を
柱
と
す
る

流
通
コ
ス
ト
削
減
と
山
元
還
元
を
目
指
し
、
建
築

で
使
用
す
る
丸
太
情
報
を
共
有
す
る
ド
ロ
ー
ン

t
o
ハ
ウ
ジ
ン
グ
体
制
で
の
森
林
直
販
に
よ
る
住

宅
用
丸
太
の
造
材
か
ら
上
棟
を
実
現
す
る
た
め

の
、
新
技
術
を
用
い
た
森
林
資
源
調
査
、
素
材
生

産
、
流
通
か
ら
実
棟
建
設
、
さ
ら
に
は
再
造
林
・

保
育
の
実
証
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

実
証
内
容

　
森
林
資
源
調
査
で
は
、
ド
ロ
ー
ン
に
よ
る
レ
ー

ザ
計
測
か
ら
得
ら
れ
た
伐
採
地
全
域
の
樹
幹
情
報

の
解
析
デ
ー
タ
と
、
建
築
用
丸
太
の
曲
が
り
の
品

等
区
分
を
も
と
に
採
材
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
開

発
に
取
り
組
み
ま
し
た
。
素
材
生
産
で
は
、
採
材

シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
か
ら
得
ら
れ
た
造
材
指
示
に

基
づ
き
大
型
パ
ネ
ル
製
造
に
必
要
な
様
々
な
長
さ

の
丸
太
を
生
産（
乱
尺
造
材
）し
、
丸
太
を
検
品
し

た
上
で
地
元
製
材
所
に
納
入
し
ま
し
た
。
流
通
で

は
、
地
元
製
材
所
、
大
型
パ
ネ
ル
工
場
、
工
務
店

が
連
携
し
て
、
建
築
用
構
造
材
の
森
林
直
販
に
よ

る
流
通
コ
ス
ト
削
減
モ
デ
ル
の
構
築
に
取
り
組
み

ま
し
た
。
再
造
林
・
保
育
で
は
、
室
内
の
ゲ
ー
ム

で
使
用
す
る
マ
イ
ク
ロ
ソ
フ
ト
社
の
M
R
デ
バ
イ

ス
を
林
業
現
場
に
用
い
、
複
合
現
実
に
よ
る
再
造

林
の
効
率
化
の
実
証
を
行
い
ま
し
た
。

実
証
結
果

（1）�
採
材
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
開
発

　
ド
ロ
ー
ン
に
よ
る
レ
ー
ザ
計
測
デ
ー
タ
の
う
ち

立
木
の
幹
に
照
射
さ
れ
た
点
群
デ
ー
タ
か
ら
、

円
盤
直
径
、
曲
が
り
、
細
り
表
と
丸
太
の
利
用

材
積
を
算
出
し
ま
し
た
。
委
託
先
の
ウ
ッ
ド
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
株
式
会
社
か
ら
提
供
さ
れ
た
上
棟
物

件
に
使
用
す
る
大
型
パ
ネ
ル
の
部
材
デ
ー
タ
、
木

拾
い
デ
ー
タ
を
も
と
に
、
必
要
な
丸
太
情
報
（
長

さ
・
直
径
・
曲
が
り
）
か
ら
、
単
木
ご
と
に
採
材

シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
実
施
し
造
材
指
示
を
作
成

し
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
対
象
の
森
林
を
無

駄
な
く
採
材
し
、
材
と
し
て
販
売
し
た
時
の
価
格

を
見
え
る
化
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

（2）�
造
材
指
示
を
ア
ッ
プ
ロ
ー
ド
し
た
I
C
T

ハ
ー
ベ
ス
タ
で
の
乱
尺
造
材

　

採
材
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
り
得
ら
れ

た
造
材
指
示
を
、
I
C
T
ハ
ー
ベ
ス
タ
に

S
t
a
n
F
o
r
D
2
0
1
0
フ
ォ
ー
マ
ッ
ト

で
ア
ッ
プ
ロ
ー
ド
し
、
大
型
パ
ネ
ル
の
製
造
に
必

要
な
丸
太
を
伐
採
地
に
て
乱
尺
造
材
し
、
採
材
さ

林
野
庁
で
は
、
令
和
４
年
度

予
算
で
「
新
し
い
林
業
」
に
向

け
た
林
業
経
営
育
成
対
策
と

し
て
、
経
営
モ
デ
ル
実
証
事

業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
今

月
号
で
は
、
長
野
県
の
取
組

を
紹
介
し
ま
す
。

採採材材シシミミュュレレーーシショョンンププロロググララムムのの開開発発

丸太情報の計算

丸太情報を計算

・末口直径
・元口直径
・曲がり(矢高)

丸太ID.3

末口直径

元口直径

曲がり(矢高)

矢高高さ

TreeID 丸太ID
元口高さ

(m)
末口高さ

(m)
矢高高さ

(m)
元口直径

(cm)
末口直径

(cm)
矢高
(cm)

31 1 0.4 4.4 3 40.33 35.86 2.42
31 2 0.8 4.8 3.5 39.54 35.47 2.37
31 3 1.3 5.3 3 39.12 34.98 1.72
31 4 1.7 5.7 3 38.6 34.61 2
31 5 2.1 6.1 3.5 38.1 34.26 2.34
31 6 2.5 6.5 3.5 37.63 33.92 2.54
31 7 2.9 6.9 3.5 37.14 33.6 1.55
31 8 3.3 7.3 3.5 36.68 33.3 1.57
31 9 3.7 7.7 6.2 36.27 33.02 2.26
31 10 4.1 8.1 6.2 35.86 32.76 2.11

丸太情報の集計

1

採材シミュレーションプログラムの開発
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れ
た
丸
太
を
直
接
、
地
元
製
材
所
に
納
入
し
ま
し

た
。
山
元
か
ら
見
る
と
森
林
直
販
と
受
注
生
産
に

よ
り
、
利
益
率
の
高
い
流
通
経
路
を
実
現
で
き
ま

し
た
。
し
か
し
、
ハ
ー
ベ
ス
タ
で
測
定
し
た
デ
ー

タ
と
実
際
の
木
材
寸
法
に
差
異
が
あ
る
こ
と
な

ど
、
実
用
化
に
向
け
て
は
、
更
に
改
良
・
改
善
を

行
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。

（3）�
先
進
的
な
ド
ロ
ー
ン
t
o
ハ
ウ
ジ
ン
グ
体
制

で
の
森
林
直
販
に
よ
る
上
棟

　
ウ
ッ
ド
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
は
デ
ー
タ
連
携
に
よ
る

実
棟
建
設
の
役
割
を
担
い
、
工
務
店
と
の
打
ち
合

わ
せ
、
大
型
パ
ネ
ル
図
の
作
成
、
木
取
り
表
の
作

成
、
製
材
の
検
品
、
不
足
し
た
部
材
の
補
充
、
大

型
パ
ネ
ル
製
造
を
行
い
、
松
本
市
で
上
棟
し
ま
し

た
。
森
林
調
査
・
伐
採
か
ら
、
部
材
の
製
造
・
上

棟
ま
で
を
単
年
度
で
実
施
し
た
国
内
初
の
取
組
で

す
。

（4）�
マ
イ
ク
ロ
ソ
フ
ト
社
の
M
R
デ
バ
イ
ス
に
よ

る
再
造
林
と
下
刈
り
作
業

　
マ
イ
ク
ロ
ソ
フ
ト
社
の
M
R
デ
バ
イ
ス
を
用
い

た
再
造
林
作
業
の
実
証
を
行
い
ま
し
た
。
主
伐
後

の
ド
ロ
ー
ン
に
よ
る
レ
ー
ザ
計
測
に
よ
り
枝
条
集

積
箇
所（
植
栽
不
適
地
）を
把
握
し
、
予
定
の
植
栽

密
度
か
ら
植
栽
計
画
図
を
作
成
し
ま
し
た
。
M
R

デ
バ
イ
ス
に
植
栽
位
置
情
報
を
転
送
し
、
作
業
員

が
サ
イ
ン
表
示
さ
れ
た
場
所
に
誘
導
植
栽
し
ま
し

た
。
植
栽
速
度
の
向
上
を
見
込
ん
で
い
ま
し
た

が
、
10
本
ご
と
に
位
置
情
報
の
修
正
が
必
要
で
あ

る
こ
と
、
未
植
栽
点
と
植
栽
点
の
区
別
が
な
か
っ

た
こ
と
な
ど
か
ら
結
果
と
し
て
作
業
効
率
は
M
R

デ
バ
イ
ス
非
装
着
時
よ
り
も
悪
い
結
果
と
な
り
ま

今
後
の
取
組

　
本
実
証
で
の
森
林
直
販
に
よ
る
国
内
初
の
ド

ロ
ー
ン
t
o
ハ
ウ
ジ
ン
グ
は
、
川
上
と
川
下
が
連

携
す
る
こ
と
で
森
林
を
在
庫
に
し
た
受
注
生
産
に

よ
る
山
元
還
元
を
実
現
す
る
モ
デ
ル
で
す
。

　
実
証
に
よ
り
得
ら
れ
た
課
題
を
一
つ
一
つ
解
決

し
て
い
く
こ
と
で
、
他
地
域
で
も
展
開
可
能
な
森

林
直
販
に
よ
る
製
材
・
建
築
と
市
場
流
通
改
革
の

経
営
モ
デ
ル
案
の
構
築
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

2

ICTハーベスタでの乱尺造材 地元製材所での検品

2

ICTハーベスタでの乱尺造材 地元製材所での検品

MRデバイスによる再造林と下刈り作業

5

MMRRデデババイイススで表示された植栽位置

ICTハーベスタでの乱尺造材 地元製材所での検品

MRデバイスによる再造林 MRデバイス

MRデバイスで表示された植栽位置

3

松本市で上棟松本市で上棟

し
た
。
今
後
の
下
刈
り
作
業
時
に
は
、
デ
バ
イ
ス

の
自
己
位
置
推
定
精
度
の
向
上
、
作
業
完
了
地
点

の
表
示
変
更
な
ど
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
修
正
に
よ
り

生
産
性
の
向
上
を
図
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。
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「
た
ん
ね
歩
記
」に
つ
い
て

「
た
ん
ね
歩
記
」は
、
高
知
中
部
森
林
管
理
署
の

職
員
が
制
作
し
た
絵
地
図
で
す
。
絵
地
図
に
は
、

四
国
の
山
の
見
ど
こ
ろ
に
加
え
て
、
山
間
地
域
に

伝
わ
る
民
話
や
伝
承
、
森
林
の
働
き
な
ど
も
書
き

添
え
て
お
り
、
色
鮮
や
か
な
風
景
や
ほ
ほ
え
ま
し

い
イ
ラ
ス
ト
も
散
り
ば
め
ら
れ
た
、
子
供
も
大
人

も
楽
し
め
る
内
容
に
な
っ
て
い
ま
す
。

絵
地
図
の
タ
イ
ト
ル
の「
た
ん
ね
」は
、
土
佐
弁

で
土
地
や
人
を「
訪
ね
る
」こ
と
を
意
味
す
る「
た

ん
ね
る
」か
ら
取
っ
た
も
の
で
、「
歩
記
」は
自
ら

の
足
で
歩
い
て
、
見
た
こ
と
、
聞
い
た
こ
と
、
感

じ
た
こ
と
な
ど
を
記
す
と
い
う
コ
ン
セ
プ
ト
で
名

づ
け
ま
し
た
。

2
0
0
6
年
か
ら
18
年

間
、
当
署
の
職
員
が
四
国
の

山
々
を
登
り
な
が
ら
制
作
を

続
け
、
現
在
は
第
1
5
7

号
ま
で
制
作
さ
れ
て
お
り
、

四
国
森
林
管
理
局
W
e
b
サ

イ
ト
で
公
開
し
て
い
ま
す
。

は
じ
め
に

高
知
中
部
森
林
管
理
署
で
は
、
絵
地
図
「
四
国

の
山
々
た
ん
ね
歩
記
」（
以
下「
た
ん
ね
歩
記
」）を

活
用
し
た
四
国
各
地
の
山
や
森
林
の
魅
力
を
広
く

知
っ
て
も
ら
う
た
め
の
取
組
を
推
進
し
て
い
ま

す
。「
た
ん
ね
歩
記
」と
取
組
内
容
に
つ
い
て
紹
介

し
ま
す
。

絵
地
図「
四
国
の
山
々
た
ん
ね
歩あ

る

記き

」

を
活
用
し
た
森
林
の
魅
力
の
発
信
と

地
域
へ
の
貢
献

国有林野
事業の
取組

　高知中部森林管理署は高知県香美市に所在して
おり、管内の国有林のほとんどは一級河川である物
部川の源流部に広く分布しています。天然林が区域
面積の半分以上を占め、急峻な地形のV字谷渓谷
も多く、高知県最高峰の三

さ ん

嶺
れ い

をはじめ、石
い し

立
た て

山
や ま

、綱
つ な

附
つ け

森
も り

、矢
や

筈
は ず

山
や ま

など魅力的な山岳に恵まれています。
　多種多様な林層が形成されているとともに、コメ
ツツジやケヤキ、ブナ、トチノキなどの織り成す四
季折々の雄大な自然を堪能できる山々は、各シーズ
ンにおいて西日本一とも言われています。
　保護林やレクリエーションの森、国定公園に指定
されている地域もあり、四国において絶滅が危惧さ
れているツキノワグマも生息していることから緑の
回廊に設定されるなど、生物多様性の保全に資する
森林の育成にも取り組んでいます。

「四国の山々たんね歩記」について
（四国森林管理局
Webサイト）

管内概要

高知県香美市物部町大
お お

栃
ど ち

1539所在地

53,822ha
うち森林面積	 47,208ha
うち国有林面積	  13,408ha

区域面積

香美市・香
こ う

南
な ん

市・南
な ん

国
こ く

市関係自治体

四
国
森
林
管
理
局

高
知
中
部
森
林
管
理
署

高知中部森林管理署

三嶺

石立山

綱附森矢筈山

物部川

高知県
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今
後
の
展
開

一
枚
一
枚
の「
た
ん
ね
歩
記
」を
制
作
す
る
際
に

は
、
実
際
に
山
道
や
そ
の
土
地
を
巡
り
歩
い
て
、

地
域
の
人
の
声
も
聴
き
な
が
ら
、
そ
の
時
々
に
感

じ
取
っ
た
肌
感
覚
を
大
切
に
し
て
、
作
品
の
中
に

反
映
し
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
地
域
に
密
着
し

た
情
報
の
発
信
に
努
め
る
中
で
、
山
村
か
ら
の
人

口
流
出
や
、
こ
れ
ま
で
受
け
継
が
れ
て
き
た
各
地

域
の
暮
ら
し
の
知
恵
や
技
術
、
様
々
な
伝
承
や
、

地
名
ま
で
も
が
消
え
よ
う
と
し
て
い
る
状
況
を
強

く
感
じ
ま
す
。

そ
れ
で
も
各
地
域
で
の
振
興
に
向
け
た
熱
意
は

高
く
、
今
後
も
当
署
で
は
、
地
域
で
の
取
組
に
貢

献
し
て
発
信
を
続
け
る
と
と
も
に
、「
山
で
は
こ

う
い
う
暮
ら
し
が
あ
っ
た
の
だ
」
と
い
う
こ
と
を

次
の
世
代
に
残
し
て
ゆ
く
た
め
に
、「
た
ん
ね
歩

記
」
に
絵
と
文
章
で
記
す
こ
と
で
、
国
有
林
の
役

割
や
地
域
の
魅
力
を
伝
え
続
け
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

いの町　いのの山々たんね歩記　講演会

香美を廻る体験博 かみめぐり 体験登山 in 白
しら

髪
が

山
やま

なはり古民家・廃校Art＆Live2024への参加

「
た
ん
ね
歩
記
」を
活
用
し
た

森
林
の
魅
力
の
発
信
・
普
及

「
た
ん
ね
歩
記
」を
活
用
し
て
地
域
で
の
普
及
活

動
も
活
発
に
行
っ
て
い
ま
す
。
市
民
団
体
や
教
育

機
関
が
主
催
す
る
イ
ベ
ン
ト
や
講
座
で
は
、「
た

ん
ね
歩
記
」
を
用
い
て
四
国
の
山
々
の
魅
力
を
紹

介
す
る
と
と
も
に
、
国
有
林
の
役
割
や
物も

の
部べ

川が
わ
な

ど
の
河
川
と
森
林
の
関
わ
り
、
ニ
ホ
ン
ジ
カ
の
生

息
実
態
や
被
害
対
策
な
ど
の
幅
広
い
内
容
を
、
森

林
教
室
や
自
然
散
策
ガ
イ
ド
、
子
供
向
け
の
お
話

し
会
な
ど
の
場
も
通
じ
て
紹
介
し
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、「
日
本
の
植
物
学
の
父
」と
呼
ば
れ
る

高
知
県
出
身
の
植
物
学
者
、
牧ま

き
野の

富と
み

太た

郎ろ
う

博
士
の

人
生
を
モ
デ
ル
と
し
た
N
H
K
の
連
続
テ
レ
ビ
小

説『
ら
ん
ま
ん
』の
放
送
を
契
機
に
、
自
治
体
の
観

光
部
局
が
開
催
し
た
観
光
ガ
イ
ド
や
観
光
協
会
等

を
対
象
と
す
る
講
座
に
お
い
て
、
当
署
の
職
員
が

「
た
ん
ね
歩
記
」の
イ
ラ
ス
ト
は
県
内
各
地
の
案

内
看
板
や
観
光
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
に
掲
載
さ
れ
る
と

と
も
に
、
公
益
社
団
法
人
高
知
県
森
と
緑
の
会
の

「
緑
の
募
金
」の
手
ぬ
ぐ
い
デ
ザ
イ
ン
に
も
採
用
さ

れ
る
な
ど
、
様
々
な
媒
体
で
活
用
し
て
い
た
だ
い

て
い
ま
す
。
令
和
6
年
10
月
〜
11
月
に
は
地
域
振

興
や
文
化
財
保
存
を
目
的
と
し
た
高
知
県
安あ

芸き

郡
奈な

半は

利り

町ち
ょ
うの
ア
ー
ト
イ
ベ
ン
ト
「
な
は
り
古
民

家
・
廃
校
A
r
t
＆
L
i
v
e
2
0
2
4
」
に
お

い
て
、「
た
ん
ね
歩
記
」
を
廃
校
の
教
室
に
展
示

し
、
来
場
者
に
四
国
の
山
々
の
価
値
や
魅
力
を
改

め
て
認
識
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
に
、「
た
ん
ね
歩
記
」は
、
登
山
者
の

道
し
る
べ
と
し
て
だ
け
で
は
な
く
、
観
光
や
地
域

振
興
な
ど
に
も
活
用
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

「
た
ん
ね
歩
記
」の
制
作
経
験
を
活
か
し
て
、
ガ
イ

ド
を
す
る
際
の
工
夫
や
観
光
客
に
来
て
も
ら
い
や

す
い
環
境
作
り
に
つ
い
て
紹
介
を
し
ま
し
た
。

ま
た
、
当
署
の
位
置
す
る
香か

美み

市
で
は
市
が
主

催
す
る
「
香
美
市
市
民
大
学
」
が
開
催
さ
れ
て
お

り
、
森
林
も
含
め
た
地
域
の
素
晴
ら
し
さ
を
伝
え

る「
た
ん
ね
歩
記
」の
講
座
に
は
、
県
内
外
か
ら
毎

回
2
0
0
名
を
超
え
る
方
に
参
加
い
た
だ
い
て

い
ま
す
。
さ
ら
に
、
地
域
の
活
性
化
を
め
ざ
す
香

美
市
の
N
P
O
法
人
い
な
か
み
が
主
催
す
る
、
香

美
市
の
魅
力
を
訪
ね
る
イ
ベ
ン
ト
「
香
美
を
廻
る

体
験
博 

か
み
め
ぐ
り
」で
は
、
国
有
林
を
フ
ィ
ー

ル
ド
と
し
て
登
山
ガ
イ
ド
と
連
携
し
た
森
林
環
境

教
育
活
動
も
行
っ
て
お
り
、
多
く
の
市
民
に
参
加

い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

土
と

佐
さ

清
しみ

水
ず

市　観光ボランティア養成講座
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新
た
な
緑
の
少
年
団
の
結
成

に
立
ち
会
い
ま
し
た

　
鬼
北
町
立
泉
小
学
校
緑
の
少
年
団
結
団
式
に
参

加
す
る
た
め
、
愛
媛
県
の
鬼
北
町
に
行
っ
て
き
ま

し
た
！

　
愛
媛
県
で
は
、
昭
和
48
年
に
緑
の
少
年
団
が

結
成
し
て
以
来
、
113


団
体
、
合
わ
せ
て

1
0
,414


名
（
令
和
6
年
1
月
時
点
）
の
児

童
・
生
徒
が
活
動
し
て
お
り
、
団
員
数
は
全
国
で

７
番
目(
令
和
6
年
１
月
時
点
)と
多
く
、
毎
年
の

よ
う
に
全
国
大
会
な
ど
で
活
動
が
表
彰
さ
れ
て
い

る
そ
う
で
す
。
全
校
児
童
が
38
名
の
泉
小
学
校

は
、
児
童
さ
ん
が
学
年
の
垣
根
を
越
え
て
家
族
の

よ
う
に
仲
良
く
し
て
い
ま
す
。
結
団
式
で
は
、
こ

ど
も
た
ち
全
員
が
、
の
び
の
び
と
活
動
で
き
る
こ

と
を
心
か
ら
願
っ
て
激
励
の
言
葉
を
贈
り
ま
し
た
。

こ
ど
も
た
ち
と
の
交
流

　
泉
小
学
校
で
は「
き
こ
り
も
の
が
た
り
」と
い
う

ボ
ー
ド
ゲ
ー
ム
を
通
じ
て
、
き
こ
り
体
験
を
し
て

も
ら
い
ま
し
た
。
こ
の
ボ
ー
ド
ゲ
ー
ム
で
は
山
に

苗
木
を
植
え
て
、
数
十
年
後
に
収
穫
し
ま
す
。
低

学
年
に
は
、
少
し
難
し
い
か
な
？
と
思
い
ま
し
た

が
、
高
学
年
の
児
童
た
ち
の
丁
寧
な
フ
ォ
ロ
ー
の

お
か
げ
で
、
円
滑
に
進
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
自
然
災
害
の
発
生
を
決
め
る
カ
ー
ド
を
引
く

際
は
、
大
盛
り
上
が
り
で
し
た
。

　
s
a
f
e
と
書
か
れ
た
カ
ー
ド
を
引
き
、「
災

害
は
起
こ
り
ま
せ
ん
で
し
た
！
」
と
言
う
と
、
大

き
な
歓
声
が
上
が
り
、
自
然
災
害
が
起
こ
ら
な
い

こ
と
が
い
か
に
嬉
し
い
こ
と
か
、
こ
ど
も
た
ち
に

も
わ
か
っ
て
も
ら
え
た
と
思
い
ま
す
。

　
ま
た
、
同
じ
鬼
北
町
内
の
広
見
中
学
校
に
も

訪
問
し
、
ボ
ー
ド
ゲ
ー
ム
を
通
じ
て
生
徒
た
ち

と
交
流
し
ま
し
た
。
広
見
中
学
校
で
は
「
セ
ー
ザ

イ
ゲ
ー
ム
」を
通
じ
て〝
製
材
所
の
社
長
さ
ん
〟に

な
っ
て
も
ら
い
ま
し
た
。
こ
の
ボ
ー
ド
ゲ
ー
ム
で

は
、〝
競
り
〟で
木
を
手
に
入
れ
て
、〝
木
取
り
〟を

し
、
銀
行
で
お
金
と
引
き
換
え
ま
す
。
節
が
あ
る

と
価
値
が
下
が
る
！
価
値
が
高
い
一
番
玉
は
こ
う

や
っ
て
見
分
け
る
！
な
ど
、
い
く
つ
か
ポ
イ
ン
ト

を
話
し
て
い
く
と
、「
難
し
い
…
」と
い
う
声
も
聞

こ
え
ま
し
た
が
、
ゲ
ー
ム
が
始
ま
る
と
一
変
！
終

始
大
盛
り
上
が
り
で
し
た
。
競
り
で
は
、
他
の

チ
ー
ム
に
負
け
な
い
ぞ
！
と
い
う
気
持
ち
を
全
面

的
に
出
し
、
ギ
リ
ギ
リ
ま
で
粘
っ
て
い
る
様
子
が

見
受
け
ら
れ
ま
し
た
。

　
終
盤
で
は
、
見
守
っ
て
い
る
大
人
た
ち
も
、

「
こ
れ
は
良
い
木
だ
と
思
う
よ
」「
一
番
玉
じ
ゃ
な

い
か
！？
」
な
ど
、
一
緒
に
ゲ
ー
ム
に
参
加
し
て
い

て
、
心
が
温
ま
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、
木
取
り
の

場
面
で
は
、
生
徒
さ
ん
が
学
ん
で
い
る
様
子
が
見

受
け
ら
れ
ま
し
た
。
最
初
は
金
額
が
高
い
板
を
ひ

た
す
ら
並
べ
て
い
た
チ
ー
ム
が
、「
意
外
と
細
々

し
た
板
を
ぎ
っ
し
り
並
べ
る
方
が
儲
か
る
っ
て
気

付
き
ま
し
た
！
」
と
言
っ
て
い
て
、
ゲ
ー
ム
か
ら

経
営
の
コ
ツ
を
掴
ん
で
い
て
嬉
し
か
っ
た
で
す
。

「
欲
張
り
す
ぎ
た
ら
い
け
な
い
」「
挑
戦
し
て
み
る

の
も
良
い
」「
良
い
木
を
見
極
め
る
目
が
持
つ
こ

と
が
大
切
」
色
々
な
意
見
を
聞
く
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

　
ボ
ー
ド
ゲ
ー
ム
を
通
じ
て
生
徒
さ
ん
達
が
「
森

林
を
大
切
に
し
よ
う
」「
林
業
っ
て
面
白
い
」な
ど

と
思
っ
て
く
れ
る
と
嬉
し
い
で
す
。

みどりの
大使が
行く！

2024
ミス日本

みどりの大使

安藤 きらり
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公益社団法人国土緑化推進機構Webサイト「みどりの大使」
（https://www.green.or.jp/promotion/midorino-taishi/midorino-taishi2024-0209.html）

「ミス日本みどりの大使」とは

こ
れ
ま
で
の
活
動
を

振
り
返
っ
て

　
皆
様
と
こ
ち
ら
の
紙
面
で
お
会
い
す
る
の
は
、

今
回
が
最
後
と
な
り
ま
す
。
1
年
前
、
こ
ど
も

が
大
好
き
な
私
は
、「
こ
ど
も
×
森
林
」
の
架
け

橋
に
な
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
し
て

N
E
A
L
(
自
然
体
験
活
動
指
導
者
)
の
資
格
取

得
、
森
の
よ
う
ち
え
ん
の
視
察
、
そ
し
て
ボ
ー
ド

ゲ
ー
ム
と
の
出
会
い
な
ど
が
あ
り
、
数
々
の
知
識

と
経
験
を
身
に
つ
け
て
、
実
践
ま
で
辿
り
着
く
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
右
も
左
も
わ
か
ら
な
か
っ
た

私
に
、
た
く
さ
ん
の
チ
ャ
ン
ス
を
与
え
て
く
だ

さ
っ
た
方
々
に
、
こ
の
場
を
お
借
り
し
て
御
礼
申

し
上
げ
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
私
は
こ
ど
も
た
ち
が
大
き
く
な
っ
た
時
に
、
思

い
出
せ
る
よ
う
な
時
間
を
作
り
た
い
と
思
い
、
毎

回
活
動
に
臨
ん
で
い
ま
し
た
。
木
を
植
え
た
こ

と
、
ボ
ー
ド
ゲ
ー
ム
を
し
た
こ
と
、
み
ど
り
の
大

使
と
話
し
た
こ
と
、
ど
の
よ
う
な
形
で
あ
れ
、
こ

ど
も
た
ち
の
記
憶
の
一
部
に
な
っ
て
い
る
と
嬉
し

い
で
す
。
こ
ど
も
の
魅
力
は
、「
素
直
な
と
こ
ろ
」

だ
と
思
い
ま
す
。
何
事
に
も
ま
っ
す
ぐ
向
き
合

い
、
感
じ
た
ま
ま
を
伝
え
て
く
れ
ま
す
。
大
き
な

木
の
年
齢
を
教
え
た
時
に
「
お
じ
い
ち
ゃ
ん
よ
り

も
お
じ
い
ち
ゃ
ん
！
」
と
転
げ
て
た
ま
げ
て
い
た

り
、
木
は
太
陽
の
光
を
浴
び
る
と
喜
ぶ
よ
と
伝
え

る
と「
お
ひ
さ
ま
こ
っ
ち
き
て
ー
！
」と
一
生
懸
命

手
を
伸
ば
し
た
り
、
可
愛
ら
し
い
素
直
な
感
情
に

何
度
も
癒
し
と
学
び
を
得
ま
し
た
。
本
来
で
あ
れ

ば
、
み
ど
り
の
大
使
は
自
然
や
森
林
の
こ
と
を
教

え
る
立
場
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
私
は
教
科
書
や

授
業
で
は
学
べ
な
い
こ
と
を
こ
ど
も
た
ち
か
ら
教

え
て
も
ら
い
ま
し
た
。
み
ん
な
あ
り
が
と
う
！

　
こ
れ
か
ら
も
、
こ
ど
も
と
森
林
の
関
わ
り
を
大

切
に
し
て
、
こ
ど
も
た
ち
が
つ
く
り
だ
す
日
本
の

未
来
の
森
林
が
、
よ
り
豊
か
に
な
る
よ
う
に
努
め

て
い
き
た
い
で
す
。
ま
た
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
し
た
形

で
、
森
林
を
守
り
育
て
る
皆
様
の
お
目
に
か
か
れ

る
こ
と
を
楽
し
み
に
し
て
お
り
ま
す
！

フ
ォ
ト
ギ
ャ
ラ
リ
ー
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緑化推進運動功労者内閣総理大臣表彰令和６年

受賞者
紹介

　緑化推進運動功労者内閣総理大臣表彰とは、緑化推進運動の実施について、顕著な功績のあった個人又は
団体に対し、内閣総理大臣が表彰を行うものです。
　令和６年は13の個人・団体が受賞されました。本誌では毎号、受賞者の方々をご紹介します。

　同団体は、間伐材の利用拡大や地域材の安定供給体制づくり、森林の価値を高める普及啓発等に取り組んでいま
す。「びわ湖の森の間伐材買取事業」として、これまで林内に放置されることの多かった間伐材を買い取るイベント
を開催し、地元企業や木工職人と連携して商品化することで地域材需要を創出してきました。また、独自の「CO2吸
収・固定認証制度」を整え、企業等の活動を審査・認証することで森林の価値等への理解を促すとともに、「森づくり
塾」や「建築塾」を開催し、森林整備や木造建築に携わる人材の育成にも取り組んでいます。

　同校は、開校時から学級園の緑化等を継続するとともに、地域と連携しながら花の栽培等を実践しています。児童
と地域のグリーンボランティアが校舎の壁面を覆う緑のカーテンを共同で設置するなど緑を通じた地域交流を図って
います。また、学校に植える花苗を前年度に採取した種から児童が育てる活動は、植物の生態の学習のみならず、学
年を越えた交流にもつながっています。平成28年の熊本地震後には、ヒマワリの種を各地に送る取組を通じて命の
大切さを伝えるプロジェクトに参加するなど、他の震災被災地とも交流を図り、活動の輪を広げています。

一般社団法人kikito（滋賀県東近江市）

熊本市立西
にし
原
ばる
小学校（熊本県熊本市）

間伐材で作られたノート 間伐材で作られた様々な文具 企業と行った草刈体験活動

学級園の手入れ グリーンボランティアの皆さん 緑のカーテンを設置

※活動Ｗｅｂページ
http://www.kikito.jp

※活動Ｗｅｂページ
https://www.kumamoto-kmm.ed.jp/school/e/nishibaru/index.htm

過去の受賞者については林野庁Webサイトをご覧ください。
https://www.rinya.maff.go.jp/j/sanson_ryokka/hyosyo/index.html
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